
月　謝 （週２回まで） 18,000円

月　謝 （週３回まで） 22,000円

月　謝 （週５回まで） 28,000円

入塾金 （入塾月） 10,000円

年間教材費 （入塾月） 12,000円

テスト費 （実施月） 　 なし
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テスト費 （実施月） 3,000円
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「高い学力」、「高学歴」・「強い忍耐力」、是非とも子どもに身につけさせたいもの

であります。これらを身につけるために学校では教科学習の時間があり、理解度を

確認するためのテストがあります。そのため、試験における高得点や受験での成

功は「社会生活」において評価の対象となります。しかし勉強の目的は単に知識を

増やし、得点力を上げることだけではありません。自立して生きていくための必要

な要素を身につけることにあります。勉強することは人間的な成長を意味し、逆に、

しないことは大きなリスクを伴います。学ぶべき時期により多くのことを学び吸収す

ることで、子どもたちは将来の選択肢を広げ、精神的にも成長していくのです。もし

もの時に支えてくれるは、学生時代に学んだ「知識」、「知恵」、「経験」なのです。 

小学校で学んだ知識は中学校で活用され、さらに高校での学習の

基礎になります。それぞれの段階で習得すべきものを習得せずに進

学すると、後の学習に苦労を伴います。教科学習においては、ひとつ

ひとつの単元の理解が全体の理解につながります。そのため、分か

らない単元が出てきたら迷わず、その基礎となる前段階に戻って学

習することが大切です。たとえ時間はかかっても自分にとって必要な

勉強をし続けていくことが学力の向上につながります。暗記だけの学

習や単元ごとの学習から、考える学習、体系的な学習に意識を変え

ていくことで、より理解を深めていきましょう。 

全国学力テストは一般用のＡタ

イプと受験用のＢタイプがあり選

択できます。得点・全国偏差値・

全国順位が出され、客観的な学

力、自分の位置を確認できます。 

茨城統一テストは、茨城県立

入試を想定した模擬試験です。志

望校判定 4 校と茨城県内におけ

る自分の偏差値、学習理解度な

どが詳細に確認できます。 

 

高校生や社会人になると自主的な学習が求められます。何でも自分

で目標を設定し、計画して進めていかなくてはなりません。すべて教え

てもらってレールに乗るのではなく、自分で考え、悩み、工夫しながら学

習していく姿勢、習慣付けが大切です。「何か与えられれば勉強する」、

「宿題が出ないと勉強できない」では高い学力を身につけることは到底

できません。指示を受けてから勉強する受け身の学習から、自発的に

学ぶ意識的な学習への移行が、より早い段階から必要になってきま

す。じっくり悩み、考え、整理し、反復する、これらの作業こそが、子ども

たちの思考力、学力、精神力を伸ばし、自立させていくのです。 

生徒さんひとり一人の「習熟度」、「学習目

標」に合わせて指導していきます。個別指導で

は、生徒さんのご希望・目標・課題に応じて異

なるテキストを使用し、要点の説明、問題演

習、解説を繰り返していきます。また授業の中

では、学習指導と合わせて、家庭学習や進路

についてもアドバイスしていきます。 
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生徒さんひとり一人の「習熟度」、「学習目

標」に合わせて指導していきます。個別指導で

は、生徒さんのご希望・目標・志望大に応じて

異なるテキストを使用し、要点の説明、問題演

習、解説を繰り返していきます。また授業の中

では、学習指導と合わせて、家庭学習や進路

についてもアドバイスしていきます。 

★学年により異なります。 
★日立一中受験者は別途、

公中検模試を受験できます。 

★時間帯について 
学習の開始時間は、ご都合に合わせて

自由に設定できます。 

★学習教科について 
学習教科数に制限はありません。科目

をしぼって学習することもできますし、希望

科目すべてを学習することもできます。 

学力を高めるためには、「規則

的な学習習慣」と「豊富な学習

量」が不可欠です。知道館では子

どもたちに多くの学習機会を与

え、将来の可能性を大きく広げて

いって欲しいと考えています。自

習室は平日の 17：00～22：00 の

間で利用できます。通塾日でない

ときも積極的にご活用ください。 

【兄弟姉妹で通塾】 
年少のお子様の受講料・講習費

を半額とさせていただきます。 

 

【母子・父子家庭】 
受講料・講習費を半額とさせて

いただきます。 

 

【その他】 
諸事情がおありである場合は、

お気軽にご相談ください。 

国語は大事、でもなぜ国語が大事なの？と聞かれたら案外、大人でも上手に答

えることは難しいものです。また、国語は特別に勉強する必要はないのでは？と考

えている人も多くいるのではないでしょうか。なぜなら、普段の生活において目にす

る文章はほとんどが日本語だからです。しかし、国語力とは、「語彙力」、「知識力」、

「論理的思考力」、「表現力」、「情緒力」などを意味します。これらの要素が欠けてい

ると、たとえ日本語であっても何を言われているのか正しく把握できず、試験では誤

答を繰り返し、会話では誤解を生じます。適切なコミュニケーション力、正しい解答

力を身につけるためには、国語力が必須です。まずは普段の読書、漢字の読み書

き、適切な会話を積み重ねることで、教科学習の土台を築いていきましょう。 

ここ数年、県立入試では、問題の傾向や出題形式が変化しており、従来通りの対

策や決められた問題の反復だけでは対応が難しくなってきています。また入試問題

は 難易度も高く出題範囲も広いことから、早期からの継続した学習が必要になり

ます。一方、日立地区の入試倍率を見てみると、依然として低倍率・定員割れが続

いています。この状況下では、試験の内容は難しいが、十分に正解できなくても合

格できるという現象が生まれてきます。受験生にとっては嬉しいことですが、高校入

学後は厳しい現実が待っています。高校の学習レベルは以前と変わらず、大学受

験は全国規模に、相手は首都圏難関高の生徒たちになるのです。この現実を冷静

に受け止め、先を見据えながら学習していくことが重要になるでしょう。 

大学入試は全国一斉の試験です。茨城県内での競争とは異なります。全国難関

高（開成、灘など）の生徒や浪人生と競い、少ない枠を争うことになります。水戸一

高、日立一高に進学したからといって大学進学が約束されることはありません。一

般に首都圏難関高と県内の公立高校との学習進度の差は、約１年あるとされてい

ます。つまり県内公立高の生徒は、１年遅れの段階からスタートし競争に勝たなけ

ればなりません。もちろん大学は選ばなければ入ることは可能です。しかし国立大

または難関私立大を目指すのであれば、必ず首都圏の生徒たちとの競争になるの

です。したがって現役で難関大合格を望むのであれば、「量」・「質」・「意識」・「情

報」、すべての面においてかなりハードな取り組みが必要になるでしょう。 

★入塾の時期は自由に決められます。 

初月分の受講料は日割りで計算させていただいております 
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